
辻　

賢
治

住
江　

髙
夫

川
上　

茂
次

松
瀨　

清

松
山　

定
夫

竹
山　

俊
郎

山
本　

芳
久

山
内　

清
二

松
﨑　

義
昭

綾
香　

良
一

山
田　

能
新

田
島　

輝
美

吉
住　

威
三
美

近
藤　

芳
人

平
石　

博
德

山
﨑　

一
洋

山
内　

政
夫

松
尾　

実

神
田　

全
記

大
久
保　

堅
太

 

 

 

平戸市国民健康保険税条例の一部改正について

平戸市（仮称）「平戸観光交流センター（レストハ
ウス）」整備活用検討委員会条例の制定について

平成29年度平戸市一般会計予算

平成29年度平戸市国民健康保険特別会計予算

可決

可決

可決

可決

4

10

24

25

○は賛成　●は反対　議長は可否同数の時以外、採決に加わらない。 

※その他の上程された議案については、議員の全員賛成で可決。
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○
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○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

3月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）3月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）3月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

17：2

17：2

18：1

18：1

議案等名

  議員氏名
　（議席番号順）

採
決
結
果

反

対
‥

賛

成

平成28年度　政務活動報告平成28

調査、研修を

年度 政務活動

市政に 活かす !!

　政務活動費とは、市政に関する調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、会派に対し所属議員数に

応じて交付されるものです。（１人あたり年額 12 万円）

　全ての報告は、議会事務局にて閲覧できます。

会派名 研修者氏名 研 修 ・ 調 査 内 容 研 修 地 ・ 開 催 地

政

光

会

志
士
の
会

市
民
ク
ラ
ブ

一

心

会

立
志
会

松 瀨　　　清

山 内　政 夫

山 田　能 新

松 山　定 夫

辻　　　賢 治

田 島　輝 美

竹 山　俊 郎

吉　住　威三美

松 尾 　 　 実

住 江　髙 夫

松　﨑　義 昭

山 内　清 二

近 藤　芳 人

平 石　博 德

山 本　芳 久

神 田　全 記

大 久 保　堅 太

川 上  茂 次

綾 香　良 一

山 﨑 　 一 洋

（内閣府）
・ふるさと創生について

（エネルギー庁）
・再生可能エネルギーについて

（総務省）
・特別交付税の方向性について

・バイオマス発電と排熱利用について

・平戸産品の販売状況について

・定住促進について
　（空き家バンクの利用状況）

・産業振興事業団の運営状況について
　（事業内容と活動に対する財源）

平

戸

志

誠

会

・先進的地域コミュニティ事業ついて
・小田原城リニューアル事業について

・収益化する古民家再生事業について

（全体会）
・地域の活性化と行政の役割・公契約条例について
・日本初の自治体による電力売買事業会社の取り組みについて

（選科）
・田園回帰 1% 戦略について
・地域づくりと地方財政について

東京都千代田区 衆議院第２議員会館

群馬県上野村 上野村役場
 　　　　バイオマス発電所

東京都渋谷区 恵比寿三越
（平戸市アンテナショップ『平戸マルシェ』） 

山形県山形市 山形市役所

 
宮城県仙台市 ㈶仙台市産業振興事業団

神奈川県小田原市　小田原市役所

兵庫県篠山市　( 一社 )NOTE（ノオト）

京都市左京区　京都教育文化センター
（第15回　地方議会議員研修　参加） 

共
産
党

日　

本

　　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
以
後
「
ま
ち

協
」と
表
記
）に
つ
い
て
以
下
の
事
を
質
す
。

①
か
つ
て「
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
途
と

し
て
各
ま
ち
協
を
選
択
肢
に
加
え
る
」こ

と
を
提
案
し「
ま
ち
協
が
全
部
揃
う
時
に

検
討
す
る
」
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
。
30

年

度
に
実
施
で
き
る
か
？

②
ま
ち
協
共
通
の
目
的
は
あ
る
か
？

③
事
務
所
を
公
共
施
設
に
間
借
り
で
き

な
い
ま
ち
協
に
は
一
定
補
助
す
べ
し
。

④
４
月
か
ら
各
支
所
１
名
を
本
庁
集
約

し
ま
ち
協
の
支
援
に
充
て
る
と
聞
く
。
過

去
に
公
営
住
宅
担
当
を
本
庁
に
集
約
し

入
居
抽
選
会
場
が
遠
く
な
っ
た
り
、
税
務

申
告
会
場
統
合
に
よ
り
不
便
を
期
し
て

い
る
。
検
証
が
見
え
て
こ
な
い
。

　　

①
効
果
は
認
め
る
の
で
協
議
し
た
い
。

　　

②
地
域
特
性
が
あ
る
の
で
設
け
な
い
。

③
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
整
備
が
必
要
。

④
本
庁
中
心
と
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
通

り
支
所
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

　　

②
人
口
維
持
を
共
通
の
努
力
目
標
と

す
べ
し
。
地
域
レ
ベ
ル
に
目
標
数
値
を
落

と
さ
な
い
と
市
民
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。

　　

②
創
意
工
夫
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　

②
好
き
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
い
い
な
ら

地
域
の
深
刻
な
課
題
は
置
き
去
り
だ
。

　　

②
い
い
事
例
は
情
報
共
有
し
た
い
。

　　

御
崎
地
区
農
業
集
落
排
水
の
下
水
道

設
置
補
助
は
町
全
体
の
下
水
道
化
構
想

の
も
と
、
平
成
14

年
度
に
制
度
化
さ
れ
た

が
構
想
が
改
め
ら
れ
た
た
め
単
年
度
で

打
ち
切
ら
れ
た
。ち
な
み
に
現
在
の
合
併

浄
化
槽
設
置
補
助
額
よ
り
低
額
で
あ
っ

た
。

　

御
崎
地
区
は
今
も
「
下
水
道
推
進
地

域
」で
あ
る
た
め
合
併
浄
化
槽
補
助
は
受

け
ら
れ
な
い
。
利
用
料
を
値
上
げ
す
る
今
、

設
置
補
助
を
復
活
す
べ
き
だ
。

　　

新
し
い
補
助
を
制
度
化
し
て
、
後
か

ら
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
不
公
平
感

が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
。

　　

本
市
は
、
生
活
と
観
光
の
玄
関
で
あ

る
平
戸
口
駅
で
す
ら
車
椅
子
で
乗
り
降

り
が
で
き
な
い
。
面
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　　

関
係
団
体
に
呼
び
か
け
公
社
組
織
の

発
足
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
策
定
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　　

本
市
の
総
合
計
画
の
中
で
、
繁
殖
雌

牛
の
目
標
頭
数
と
現
状
に
乖
離
が
あ
る

が
、
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
増
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　　

増
設
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
雇
用
確

保
と
増
頭
対
策
と
し
て
で
き
る
と
こ
ろ

は
手
伝
っ
て
い
き
た
い
。

　　

い
ま
若
い
世
代
の
世
帯
は
、
ア
パ
ー
ト

や
借
家
を
探
せ
ず
に
市
外
に
出
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
、
民
間
活
用

に
よ
る
補
助
式
の
子
育
て
世
代
専
用
住

宅
の
建
設
促
進
が
で
き
な
い
か
。

　　

若
者
の
定
住
を
促
進
し
て
い
く
立
場

か
ら
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て

関
係
各
課
と
内
容
を
検
討
す
る
。

　　

玄
海
原
発
は
、
今
年
に
も
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
が
、
万
が
一
の
事
が
起
き
た

時
、
要
配
慮
者
、
離
島
を
含
め
た
市
民

の
安
全
は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

　　

住
民
避
難
や
誘
導
訓
練
、
航
空
機
に

よ
る
人
員
輸
送
等
の
訓
練
の
中
で
、
課

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

原
発
か
ら
30

キ
ロ
圏
内
に
あ
る
平
戸

市
の
市
民
の
安
全
を
守
る
市
長
・
行
政
の

立
場
と
し
て
、
緊
急
時
の
市
民
の
安
全
が

確
保
で
き
な
い
限
り
稼
働
は
反
対
の
立

場
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

そ
の
よ
う
な
不
安
は
全
て
国
の
責
任
、

県
の
責
任
で
あ
る
。
避
難
の
交
通
手
段

確
保
な
ど
強
く
申
し
い
れ
た
い
。

※政務活動費の使用なし

※政務活動費の使用なし

た
合
併

にの
目

、必

な
。

市
平

で

10
とかいせん2017. ５. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
11

2017. ５. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん

意　

見　

書

こ
こ
に
注
目

一

般

質

問

政
務
活
動
報
告

委
員
会
報
告

意　

見　

書

こ
こ
に
注
目

一

般

質

問

政
務
活
動
報
告

委
員
会
報
告

問問

問

問問問

問問問

近藤　芳人議員

大久保堅太議員

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

総
務
部
長

平成 29 年 3 月定例会、10 名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）

●
ま
ち
協　

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

●
農
業
集
落
排
水
加
入
補
助
の
復
活
を

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
必
要

●
子
育
て
住
宅
の
建
設
を

●
玄
海
原
発
再
稼
働 

市
民
の
安
全
確
保
が
最
優
先　


